
宿 題 ５月２０日 

函館チェス教室 

ルーク対ポーン・エンディング 

 

ΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨ 

第１問 白 番 

 ルーク対ポーンは、普通ルークが勝ち。悪くても

ドローです。しかし、この局面は最悪で黒がポーン

を進めれば白の負け…。さあ、どうしますか？ 

 

 

 

 

 

ΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨ 

第２問 白 番 

 黒は必死にドローを目指していますが、白勝ちに

なる１手をさがしてください。読み切りましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

まず、試合だと思って・・・ 

一番よい手を考え、盤の下に棋譜を書きましょう。 

できれば・・・ 

そのあとの進行を予想しましょう。 

 

ΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨ 

第３問 白 番 

これは白が負けをみとめるところでしょうか？ 

いえいえ、信じられない戦術があります！できる

だけ読み切ってください。 

 

 

  



解 答 ５月２０日 

ここは見ないで、自分で考えてくださいね。 

正しく解答しなくてもいいのです！ 

ΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨ 

第１問 白 番 

 

ここは、1.Ra2 とピンをしてポーンがクイーン

に成るのをふせぐしかありません。1… Kb3 と来

ても逃げずに 2.Rxb2+ と自爆でドローです。 

ΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨ 

第２問 白 番 

 

 勝ちに行く手 1.Ke3 Kb2 2.Kd2 でポーンが

取れる。2… c1Q+ 3.Rxc1 ルークが残ればメ

イトまですぐです。初手に 1.Rb8+ ?? は大悪

手。1… Ka2 2.Rc8 Kb1 でドローです。 

 このように黒ポーンの進軍に白キングが間に合

えば、白の勝ちになります。この局面はぎりぎり

で、白キングが f5 にいたらドローになっていた

ことでしょう。 

 

 

 

 

 

ΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨΨ 

第３問 白 番 

 

当然の白 1.g7 ですが、黒の 1… Ke7 ! （図

１）が好手です。 

図１ 

 

2.g8Q ? Rg1+ 3.Kh6 Rxg8 または、

2.Kh6 ? Kf7 3.Kh7 Rh8# としても第２問のよ

うな黒勝ちになります。 

しかし、すべての手を読んでみましたか？ 

図１から 2. g8N+ ! とナイトに成るのが信じら

れない手順です。ナイト対ルークは理論的にドロー

です！（ナイト側は苦しいですが、コンピューター

どうし対戦させてみても、図１から５０手ルール・

ドローでした。） 

黒が 1… Rb1+ と変化しても 2. Kf6 ! とキン

グをブロックします。これで第２問のように黒キン

グは白ポーンに近づけません。2… Rf1+ 3.Kg6 

Rg1+ 4.Kf7 ルークのチェックの繰り返しはドロ

ーですから、黒はドローでがまんするしかありませ

ん。 

ポーンがクイーンに成らないことをアンダー・プ

ロモーションといいます。 

 


